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(57)【要約】
【課題】衣類が元々持っている柔軟性を損なうことなく
、無機ＥＬシートにより発光画像の表示が可能であり、
自在に折り畳んだりすることができ、さらに、水で洗濯
することが可能な発光画像表示機能付き衣類を提供する
。
【解決手段】発光画像表示機能付き衣類は、衣類（１０
）の表面にこの衣類と一体に設けられた一つまたは複数
の無機ＥＬシート（２０）を有する。衣類の無機ＥＬシ
ートが設けられている部分は無機ＥＬシートが設けられ
ていない部分と同等の柔軟性を有する。無機ＥＬシート
の厚さは５μｍ以上５０μｍ以下である。無機ＥＬシー
トは、典型的には、衣類の表面から順に、絶縁層、背面
電極、誘電体層、発光層、フレキシブル透明表面電極お
よび透明絶縁層からなる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　衣類の表面にこの衣類と一体に設けられた一つまたは複数の無機ＥＬシートを有し、
　上記衣類の上記無機ＥＬシートが設けられている部分が上記衣類の上記無機ＥＬシート
が設けられていない部分と同等の柔軟性を有する発光画像表示機能付き衣類。
【請求項２】
　上記無機ＥＬシートの厚さが５０μｍ以下である請求項１記載の発光画像表示機能付き
衣類。
【請求項３】
　上記無機ＥＬシートは上記衣類の表面に固定されている請求項１または２記載の発光画
像表示機能付き衣類。
【請求項４】
　上記無機ＥＬシートは上記衣類の表面に接着、縫い付け、レーザー溶着、ホットメルト
による熱圧着またはこれらの組み合わせにより固定されている請求項３記載の発光画像表
示機能付き衣類。
【請求項５】
　上記無機ＥＬシートは、上記衣類の表面から順に、絶縁層、背面電極、誘電体層、発光
層、フレキシブル透明表面電極および透明絶縁層からなる請求項１～４のいずれか一項記
載の発光画像表示機能付き衣類。
【請求項６】
　上記フレキシブル透明表面電極は金属からなる請求項５記載の発光画像表示機能付き衣
類。
【請求項７】
　上記無機ＥＬシート上に外部から通信により発光の制御が可能な発光制御装置が設けら
れている請求項１～６のいずれか一項記載の発光画像表示機能付き衣類。
【請求項８】
　上記発光制御装置はＥＬ発光回路と一体に設けられている請求項７記載の発光画像表示
機能付き衣類。
【請求項９】
　洗濯可能に構成されている請求項１～８のいずれか一項記載の発光画像表示機能付き衣
類。
【請求項１０】
　衣類の表面にこの衣類と一体に設けられた一つまたは複数の無機ＥＬシートを有する発
光画像表示機能付き衣類に用いられる無機ＥＬシートであって、
　上記衣類の上記無機ＥＬシートが設けられている部分が上記衣類の上記無機ＥＬシート
が設けられていない部分と同等の柔軟性を有し、
　フレキシブル透明表面電極を有することを特徴とする無機ＥＬシート。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、発光画像表示機能付き衣類および無機ＥＬシートに関し、例えば、暗所に
おいて人が着ている衣類の表面に発光画像を表示して広告、宣伝等を行うのに適用して好
適なものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、衣服の前面あるいは背面にシート状ＥＬ発光装置のシート部をマジックテープ（
登録商標）にて設け、あるいは縫製、接着剤等により衣服に直接固着した広告用衣服が提
案されている（特許文献１参照。）。この広告用衣服では、シート前面に広告内容等を透
明インクでシルク印刷した透過性広告シート等を装着し、この広告用衣服を広告員が装着
して、イベント会場あるいは人の密集する街頭等でキャンペーン活動することで、昼間の
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みならず、特に夜間においては、内照式看板に準ずる広告面での視覚効果をこの広告用衣
服そのものが発揮するとされている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平１１－３２３６１７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１に記載の広告用衣服は、シート状ＥＬ発光装置の厚さが１ｍ
ｍ程度以上であると考えられ、このシート状ＥＬ発光装置が装着された部分の広告用衣服
の柔軟性が低いことから着心地が悪いだけでなく、自在に折り畳んだりすることは困難で
あり、さらに、シート状ＥＬ発光装置が装着された状態で広告用衣服を水で洗濯可能とす
ること、すなわちウォッシャブルとすることは困難であった。
【０００５】
　そこで、この発明が解決しようとする課題は、衣類が元々持っている柔軟性を損なうこ
となく、無機ＥＬシートにより発光画像の表示が可能であり、自在に折り畳んだりするこ
とができ、さらに、水で洗濯することが可能な発光画像表示機能付き衣類およびこの発光
画像表示機能付き衣類に用いられる無機ＥＬシートを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、この発明は、
　衣類の表面にこの衣類と一体に設けられた一つまたは複数の無機ＥＬシートを有し、
　上記衣類の上記無機ＥＬシートが設けられている部分が上記衣類の上記無機ＥＬシート
が設けられていない部分と同等の柔軟性を有する発光画像表示機能付き衣類である。
【０００７】
　この発光画像表示機能付き衣類においては、無機ＥＬシートが画像の表示装置となる。
無機ＥＬシートは、この無機ＥＬシートの発光層から面状に発する光によりこの無機ＥＬ
シートに発光画像を表示することができる。この無機ＥＬシートの大きさ、形状、衣類上
の位置等は、衣類の表面のどの部位にどのような画像をどのようにして表示するかに応じ
て適宜選ばれる。無機ＥＬシートの厚さは、衣類の無機ＥＬシートが設けられている部分
が衣類の無機ＥＬシートが設けられていない部分と同等の柔軟性を有する範囲で必要に応
じて選ばれるが、衣類が本来有する柔軟性が高い場合はその柔軟性を損なわないように一
般的には小さく選ばれ、衣類が本来有する柔軟性が低い場合はある程度大きくても柔軟性
を殆ど損なわないため厚さの許容範囲は大きい。無機ＥＬシートの厚さは、衣類によって
は、例えば１００μｍ程度であってもよいが、衣類の柔軟性を極力損なわないようにする
観点からは、一般的には、５０μｍ以下、好適には３０μｍ以下、より好適には２０μｍ
以下、さらに好適には１５μｍ以下である。無機ＥＬシートの厚さの下限は、発光が可能
な限り特に存在しないが、一般的には５μｍ以上、より一般的には８μｍ以上である。無
機ＥＬシートは、典型的には、衣類の表面から順に、絶縁層、背面電極、誘電体層、発光
層、フレキシブル透明表面電極および透明絶縁層からなる。絶縁層は、透明であっても不
透明であってもよく、各種プラスチックのほか、各種の無機絶縁体（例えば、ＳｉＯ2 ）
等であってもよいが、好適にはフレキシブルなものが用いられる。背面電極は、例えば、
炭素（Ｃ）、銀（Ａｇ）等からなり、好適にはフレキシブルとなるように材料や厚さ等が
選択される。誘電体層は、例えばチタン酸バリウム（ＢａＴｉＯ3 ）等の強誘電体が用い
られ、好適にはフレキシブルとなるように材料や厚さ等が選択される。発光層は、例えば
、硫化亜鉛（ＺｎＳ）に銅（Ｃｕ）をドープした蛍光体を含むものであり、好適にはフレ
キシブルとなるように材料や厚さ等が選択される。フレキシブル透明表面電極は、最も好
適には、十分な柔軟性を有し、かつ、可視光に対して透明な極薄の薄膜の金属、例えば銀
（Ａｇ）、導電性ポリマーをコーティングした透明導電性フィルム、マイクロサイズのメ
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ッシュ構造を有するＩＴＯ膜、カーボンナノチューブからなるシート状電極、グラフェン
膜等からなり、必要に応じて選ばれる。透明絶縁層は、各種プラスチックのほか、各種の
無機絶縁体（ＳｉＯ2 等）等からなり、好適にはフレキシブルとなるように材料や厚さ等
が選択される。透明絶縁層は、例えば、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）、ポリカ
ーボネート、ポリエチレンナフタレート（ＰＥＮ）、ポリスチレン、高密度ポリエチレン
、ポリプロピレン、ポリフェニレンスルフィド、ポリフッ化ビニリデン、アセチルセルロ
ース、ブロム化フェノキシ等の透明プスラチックが用いられる。
【０００８】
　無機ＥＬシートのＥＬ発光回路は、例えば、電池を用いた電源とともに、例えば電源と
一体化して無機ＥＬシートの外部、例えばこの発光画像表示機能付き衣類を着用する人の
体に装着するバンド等に取り付けられる。ＥＬ発光回路は、電池により供給される直流電
圧を交流電圧に変換するインバータ回路を含む。この場合、電源のオン／オフにより無機
ＥＬシートの発光を制御することができる。ＥＬ発光回路は、無機ＥＬシート上に設けて
もよい。この場合、このＥＬ発光回路に加えて、外部から無線あるいは有線の通信により
発光の制御が可能な発光制御装置が無機ＥＬシート上に設けられることもある。発光制御
装置は、外部から送られる信号により単に電源のオン／オフを行うものであってもよいし
、電源のオン／オフを繰り返すことにより無機ＥＬシートから発光画像を周期的あるいは
非周期的に点滅させるものであってもよい。あるいは、発光層を互いに異なる発光波長で
発光する複数の発光層に区分して互いに異なる領域に形成し、各発光層の上下のフレキシ
ブル透明表面電極および背面電極を各発光層を互いに独立に駆動することができるように
形成し、外部から送られる信号により発光制御装置によりこれらの発光層を互いに独立に
駆動することで無機ＥＬシート上に多色の発光画像を表示することができる。
【０００９】
　無機ＥＬシートは、衣類の表面に固定される。例えば、衣類の表面に接着、縫い付け、
レーザー溶着、取り分けレーザースポット溶接、ホットメルトによる熱圧着またはこれら
の組み合わせにより無機ＥＬシートが衣類の表面に固定される。縫い付けあるいはレーザ
ー溶着を行う場合、その部位は、無機ＥＬシートを衣類の表面に一体に固定することがで
き、しかも無機ＥＬシートに表示する画像を損なわない限り、特に限定されず、無機ＥＬ
シートの外周部だけでなく、内部であってもよく、それらの両者であってもよい。
【００１０】
　この発光画像表示機能付き衣類においては、好適には、例えば、無機ＥＬシートの背面
電極およびフレキシブル透明表面電極とＥＬ発光回路とを接続する第１配線および第２配
線の一部が、衣類の裏面にテープ等により貼り付けられる。例えば、ＥＬ発光回路が電源
と一体化されて衣類の着用者のベルト等に取り付けられる場合には、使用者が衣類を着用
した後にＥＬ発光回路と第１配線および第２配線とが接続される。ＥＬ発光回路と第１配
線および第２配線との接続はコネクタを用いて行うことができる。例えば、第１配線およ
び第２配線の末端を衣類の肌に直接触れない部分、例えば衣類の末端等の衣類の裏面に取
り付けられたマイクロＵＳＢまたはミニＵＳＢのメスにより構成するとともに、ＥＬ発光
回路の出力端子にマイクロＵＳＢケーブルまたはミニＵＳＢケーブルのオスを挿入する。
【００１１】
　この発光画像表示機能付き衣類は、衣類の無機ＥＬシートが設けられている部分が衣類
の無機ＥＬシートが設けられていない部分と同等の柔軟性を有する結果として、衣類が元
々洗濯可能なものである限り、洗濯時に水流により繰り返し乱雑に折り曲げられるのに耐
えることができ、しかも無機ＥＬシートは耐水性を有する結果、水で洗濯可能、言い換え
るとウォッシャブルである。
【００１２】
　この発光画像表示機能付き衣類は、基本的にはどのようなものであってもよいが、例え
ば、Ｔシャツ等のシャツ、ワイシャツ、ポロシャツ、ジャンパー、コート、ズボン、トレ
ーニングウェア、ユニホーム等であり、素材は、綿、合成繊維（ポリエステル等）、絹、
麻等である。
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【００１３】
　また、この発明は、
　衣類の表面にこの衣類と一体に設けられた一つまたは複数の無機ＥＬシートを有する発
光画像表示機能付き衣類に用いられる無機ＥＬシートであって、
　上記衣類の上記無機ＥＬシートが設けられている部分が上記衣類の上記無機ＥＬシート
が設けられていない部分と同等の柔軟性を有し、
　フレキシブル透明表面電極を有することを特徴とするものである。
【００１４】
　この無機ＥＬシートの発明においては、上記以外のことは、その性質に反しない限り、
上記の発光画像表示機能付き衣類の発明に関連して説明したことが成立する。
【発明の効果】
【００１５】
　この発明によれば、衣類の表面に設けられた無機ＥＬシートに発光画像を表示すること
により暗所において発光画像を視認することができるで、広告、宣伝等を行うことができ
る。しかも、衣類の無機ＥＬシートが設けられている部分が衣類の無機ＥＬシートが設け
られていない部分と同等の柔軟性を有するため、衣類の本来の柔軟性を損なうことなく衣
類に発光画像表示機能を持たせることができる。さらに、この発光画像表示機能付き衣類
は、容易に水で洗濯可能に構成することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】この発明の第１の実施の形態による発光画像表示機能付き衣類を示す正面図であ
る。
【図２】図１に示す発光画像表示機能付き衣類の後ろ半分を除去した状態の裏面図である
。
【図３】図１に示す発光画像表示機能付き衣類の無機ＥＬシートが設けられた部分を示す
平面図である。
【図４】図３の４－４線に沿っての断面図である。
【図５】図１に示す発光画像表示機能付き衣類の前面に固定された無機ＥＬシートの固定
方法を説明するための平面図である。
【図６】図１に示す発光画像表示機能付き衣類の前面に固定された無機ＥＬシートの断面
図である。
【図７】実施例による発光画像表示機能付きＴシャツを示す図面代用写真である。
【図８】実施例による発光画像表示機能付きＴシャツの無機ＥＬシートが発光している状
態を示す図面代用写真である。
【図９】実施例による発光画像表示機能付きＴシャツの無機ＥＬシートが発光している状
態において無機ＥＬシートがＴシャツに固定されている部分を両手でくしゃくしゃにした
状態を示す図面代用写真である。
【図１０】発光画像表示機能付き衣類に固定する無機ＥＬシートと発光回路および電源と
の接続の形態を類型化して示す略線図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、発明を実施するための形態（以下「実施の形態」とする）について説明する。
【００１８】
〈第１の実施の形態〉
［発光画像表示機能付き衣類］
　図１に発光画像表示機能付きＴシャツを示す。図２に発光画像表示機能付きＴシャツの
後ろ半分を切除し、後ろから見た図を示す。図１および図２に示すように、この発光画像
表示機能付きＴシャツは、Ｔシャツ１０の前面の中央部に無機ＥＬシート２０がＴシャツ
１０と一体にかつ外側に発光可能に固定されている。Ｔシャツ１０の無機ＥＬシート２０
が設けられている部分１０ａはＴシャツ１０の無機ＥＬシート２０が設けられていない部



(6) JP 2019-175717 A 2019.10.10

10

20

30

40

50

分１０ｂと同等の柔軟性を有する。無機ＥＬシート２０の厚さは、このような柔軟性の条
件を満たす範囲で、Ｔシャツ１０が本来有する柔軟性に応じて適宜選択することができる
が、一般的には、５μｍ以上５０μｍ以下である。
【００１９】
　Ｔシャツ１０の無機ＥＬシート２０が設けられている部分１０ａには開口１１が形成さ
れており、この開口１１を通して無機ＥＬシート２０の表面電極および背面電極とそれぞ
れ接続された配線３１、３２が取り出されている。配線３１、３２は、Ｔシャツ１０の裏
面にＴシャツ１０と一体に固定されている。配線３１、３２をＴシャツ１０の裏面に固定
するためには、例えば、配線３１、３２の上から透明または不透明または半透明のテープ
をＴシャツ１０の裏面に貼り付ける。配線３１、３２は、例えば、２本の銅線がビニール
で被覆された配線ケーブルであるが、これに限定されるものではない。Ｔシャツ１０の裏
面の裾の直ぐ上の部分に配線３１、３２が接続されたコネクタ３３が取り付けられている
。コネクタ３３には、無機ＥＬシート２０の外部に設けられるＥＬ発光回路および電源を
接続することができるようになっている。
【００２０】
　図３および図４に、Ｔシャツ１０の無機ＥＬシート２０が設けられている部分１０ａお
よび無機ＥＬシート２０が設けられていない部分１０ｂを拡大して示す。ここで、図３は
平面図、図４は図３の４－４線に沿っての断面図である。無機ＥＬシート２０の表面に発
光画像の一例（ＡＢＣ）を示す。
【００２１】
　Ｔシャツ１０の表面に無機ＥＬシート２０を固定する具体的な方法について説明する。
（１）接着
　例えば、無機ＥＬシート２０の裏面に両面テープを貼り付け、両面テープ表面の剥離紙
を剥がして粘着層をＴシャツ１０の表面に当てて接着する。無機ＥＬシート２０の裏面に
両面テープを貼り付ける場所は全面であっても部分的であってもよいが、部分的に貼り付
ける場合は、無機ＥＬシート２０をたるみを生じることなくＴシャツ１０の表面に貼り付
けることができるようにできるだけ均等に貼り付ける。
【００２２】
（２）縫い付け
　図５Ａに示すように、例えば、無機ＥＬシート２０をその辺に沿ってミシンなどにより
糸４０でＴシャツ１０の表面に縫い付ける。あるいは、図５Ｂに示すように、図５Ａに示
す例においてさらに、対角線に沿って４０でＴシャツ１０の表面に無機ＥＬシート２０を
縫い付ける。あるいは、図５Ｃに示すように、図５Ａに示す例においてさらに、長辺およ
び短辺をそれぞれ二等分する線に沿って糸４０でＴシャツ１０の表面に無機ＥＬシート２
０を縫い付ける。
【００２３】
（３）レーザー溶着
　図５Ａ～Ｃに示す縫い付け線の代わりに、縫い付け線に対応する線に沿ってレーザー光
によりスポット溶着を行うことで、Ｔシャツ１０の表面に無機ＥＬシート２０を固定する
。あるいは、図５Ｄに示すように、無機ＥＬシート２０に対してマトリクス状に縦横にレ
ーザー光によるスポット溶着（図５Ｄ中、溶着点を・で示す）を行うことで、Ｔシャツ１
０の表面に無機ＥＬシート２０を縫い付ける。
【００２４】
（４）ホットメルトによる熱圧着
　ホットメルト接着剤を加熱溶融させて無機ＥＬシート２０の裏面に塗布し、その塗布面
側をＴシャツ１０の表面に当てて圧着し、冷却することにより無機ＥＬシート２０をＴシ
ャツ１０の表面に固定する。
【００２５】
　図６は無機ＥＬシート２０の表面に垂直な断面図を示す。図６に示すように、無機ＥＬ
シート２０は、透明絶縁層２１、フレキシブル透明表面電極２２、発光層２３、誘電体層
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２４、背面電極２５および絶縁層２６が順に積層された構造を有する。Ｔシャツ１０の表
面に無機ＥＬシート２０が固定された状態では、Ｔシャツ１０の表面から順に、絶縁層２
６、背面電極２５、誘電体層２４、発光層２３、フレキシブル透明表面電極２２、透明絶
縁層２１の順になっている。透明絶縁層２１は例えばポリエチレンテレフタレート（ＰＥ
Ｔ）等の透明材料からなる。フレキシブル透明表面電極２２は、例えば、既に挙げた材料
から選択されるが、好適には極薄のＡｇ薄膜により形成される。発光層２３は、硫化亜鉛
（ＺｎＳ）に銅（Ｃｕ）などをドープした蛍光体を含み、発光波長に応じて設計される。
誘電体層２４は、例えば、ＢａＴｉＯ3 等からなる。背面電極２５は、カーボン、Ａｇ等
からなる。好適には、絶縁層２６、背面電極２５、誘電体層２４、発光層２３、フレキシ
ブル透明表面電極２２および透明絶縁層２１の全体が柔軟な透明フィルムによりラミネー
トされ、最外層は透明フィルムにより構成されている。従って、この場合、詳細には、無
機ＥＬシートの透明フィルムがＴシャツ１０の表面に密着している。
【００２６】
　図６に示すように、無機ＥＬシート２０の駆動は、フレキシブル透明表面電極２２およ
び背面電極２５からそれぞれ電極取り出し端子２７、２８を取り出し、これらの電極取り
出し端子２７、２８の間に交流電源（インバータ）２９により交流電圧を印加することに
より行う。交流電圧は、例えば、ＡＣ１００Ｖ／４００Ｈｚである。
【００２７】
［発光画像表示機能付き衣類の製造方法］
　まず、Ｔシャツ１０の前面に開口１１を形成する。
【００２８】
　次に、予め用意した無機ＥＬシート２０の電極取り出し端子２７、２８に配線３１、３
２を接続し、これらの配線３１、３２を開口１１を通してＴシャツ１０の内部に引き出し
、その状態でＴシャツ１０の前面に絶縁層２６がＴシャツ１０の表面側に来るように無機
ＥＬシート２０を固定する。無機ＥＬシート２０の固定は既に述べた方法により行うこと
ができる。配線３１、３２の他端にはコネクタ３３が取り付けられており、このコネクタ
３３をＴシャツ１０の裏面に固定する。
【００２９】
　以上により、図１および図２に示す、目的とする発光画像表示機能付き衣類が製造され
る。
【００３０】
［発光画像表示機能付き衣類の使用方法］
　まず、使用者が発光画像表示機能付きＴシャツを着る。
【００３１】
　次に、別途用意されたＥＬ発光回路およびＥＬ発光回路駆動用の交流電源（インバータ
）の出力端子をコネクタ３３に接続する。例えば、コネクタ３３をミニＵＳＢのメスによ
り構成し、ＥＬ発光回路およびＥＬ発光回路駆動用の交流電源（インバータ）の出力端子
をミニＵＳＢケーブルのオスにより構成する場合は、ミニＵＳＢケーブルのオスをミニＵ
ＳＢのメスに挿入する。これらのＥＬ発光回路および交流電源は、例えば、使用者のベル
ト等に取り付けられたポケットに収納される。
【００３２】
　無機ＥＬシート２０から画像を発光させる場合には、例えば、ＥＬ発光回路に取り付け
られたスイッチを操作することにより電源を入れる。電源の投入により、例えば、図３に
示すような発光画像が無機ＥＬシート２０上に表示される。
【００３３】
　以上のように、この第１の実施の形態によれば、Ｔシャツ１０の表面に無機ＥＬシート
２０を設けた発光画像表示機能付きＴシャツを使用者が着用することにより、暗所におい
て無機ＥＬシート２０に発光画像を表示することができ、それによって広告、宣伝等を行
うことができる。しかも、衣類の無機ＥＬシート２０が設けられている部分の発光画像表
示機能付きＴシャツが無機ＥＬシート２０が設けられていない部分と同等の柔軟性を有す
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るため、Ｔシャツ１０の本来の柔軟性を損なうことなくＴシャツ１０に発光画像表示機能
を持たせることができる。さらに、この発光画像表示機能付きＴシャツは、容易に水で洗
濯可能に構成することができ、ウォッシャブルとすることができる。また、この発光画像
表示機能付きＴシャツは、無機ＥＬシート２０の厚さが極めて小さいことにより重量が極
めて小さいため、Ｔシャツ１０に無機ＥＬシート２０を固定することによる重量増加が殆
どなく、軽量に構成することができる。このため、使用者はＴシャツ１０を着用している
場合と同様な着用感でこの発光画像表示機能付きＴシャツを着用することができる。
【００３４】
〈第２の実施の形態〉
［発光画像表示機能付き衣類］
　第２の実施の形態においては、無機ＥＬシート２０と一体に、例えば無機ＥＬシート２
０上に、外部から通信、取り分け無線通信により発光の制御が可能な発光制御装置が設け
られている。この発光制御装置は、例えば、開口１１付近の無機ＥＬシート２０上に設け
られるが、これに限定されるものではない。この場合、無機ＥＬシート２０の電極取り出
し端子２７、２８はこの発光制御装置の二つの入力端子にそれぞれ接続され、この発光制
御装置の二つの出力端子がそれぞれ配線３１、３２に接続される。この発光制御装置は受
信装置を備えており、外部から送信される信号がこの受信装置により受信されると導通し
、電極取り出し端子２７、２８と配線３１、３２とが導通し、それによってＥＬ発光回路
が作動して無機ＥＬシート２０が発光するようになっている。信号は、例えば、赤外線リ
モコンやスマートフォン等により外部から送ることができる。その他のことは第１の実施
の形態による発光画像表示機能付き衣類と同様である。
【００３５】
　この第２の実施の形態によれば、第１の実施の形態と同様な利点に加えて、外部から通
信により無機ＥＬシート２０の発光を制御することができるという利点を得ることができ
る。
【００３６】
〈第３の実施の形態〉
［発光画像表示機能付き衣類］
　第３の実施の形態においては、無機ＥＬシート２０の発光層２３が、フレキシブル透明
表面電極２２上の互いに異なる領域に形成された互いに発光波長が異なる複数の発光層に
より形成されている。これらの複数の発光層は、互いに独立に駆動することができるよう
にそれぞれ一対の電極が形成されている。具体的には、例えば、フレキシブル透明表面電
極２２を共通電極とし、背面電極２５を各発光層毎に互いに分離して形成する。そして、
フレキシブル透明表面電極２２から電極取り出し端子を取り出し、各発光層上の背面電極
２５から電極取り出し端子を取り出す。この場合、フレキシブル透明表面電極２２からの
電極取り出し端子は、無機ＥＬシート２０と一体に、例えば無機ＥＬシート２０上に設け
られた発光制御装置の一つの入力端子に接続され、各発光層上の背面電極２５からの電極
取り出し端子はそれぞれ発光制御装置の互いに異なる入力端子に接続されている。この発
光制御装置の二つの出力端子がそれぞれ配線３１、３２に接続される。この発光制御装置
は受信装置を備えており、この外部から送信される信号がこの受信装置により受信される
と導通し、選択された一組の電極取り出し端子と配線３１、３２とが導通し、それによっ
て選択された一組の電極取り出し端子に挟まれた発光層が発光し、無機ＥＬシート２０が
発光するようになっている。その他のことは第１の実施の形態による発光画像表示機能付
き衣類と同様である。
【００３７】
　この第３の実施の形態によれば、第１の実施の形態と同様な利点に加えて、外部から通
信により無機ＥＬシート２０の発光を制御することができ、必要に応じて多色の発光画像
を表示することができるという利点を得ることができる。
【００３８】
実施例
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　無機ＥＬシート２０として厚さが約１２μｍで大きさが約２０ｃｍ×約１５ｃｍの長方
形のものを用いた。無機ＥＬシート２０の全体はＰＥＴフィルムによりラミネートされて
いる。無機ＥＬシート２０のフレキシブル透明表面電極２２としてフレキシブル性に優れ
たＡｇ薄膜を用いた。発光層２３は複数の発光層により形成した。無機ＥＬシート２０を
市販の両面テープによりＴシャツ１０の前面の中央部に接着した。Ｔシャツ１０の生地は
綿８０％、ポリエステル８０％のもので薄手のものである。
【００３９】
　図７Ａは、Ｔシャツ１０の前面の中央部に無機ＥＬシート２０を接着した発光画像表示
機能付きＴシャツを正面から撮影した写真、図７Ｂは同じく斜め横から撮影した写真であ
る。図７ＡおよびＢの状態では無機ＥＬシート２０はオフしており、発光していない。図
７Ｃは、Ｔシャツ１０の無機ＥＬシート２０が接着された部分およびその付近を拡大して
示す。図７Ｃより、無機ＥＬシート２０がＴシャツ１０の表面に隙間なく密着しているこ
とが分かる。
【００４０】
　図８は、無機ＥＬシート２０をオンとし、無機ＥＬシート２０を発光させた状態を示す
。
【００４１】
　図９ＡおよびＢは、無機ＥＬシート２０から発光した状態において、Ｔシャツ１０の無
機ＥＬシート２０が接着された部分を両手で持ってくしゃくしゃにした状態を示す。図９
ＡおよびＢより、Ｔシャツ１０の無機ＥＬシート２０が接着された部分は、無機ＥＬシー
ト２０が接着されていない部分と同様な柔軟性を有しており、無機ＥＬシート２０を接着
することによりＴシャツ１０の柔軟性が損なわれていないことが分かる。
【００４２】
〈無機ＥＬシート２０と発光回路および電源との接続の形態〉
　ここで、無機ＥＬシート２０と発光回路および電源との接続の形態を類型化して説明す
る。
【００４３】
・ケース１
　図１０Ａはケース１の接続形態を示す。ケース１は第１の実施の形態に対応する。図１
０Ａに示すように、ケース１では、無機ＥＬシート２０から配線ケーブル５０（配線３１
、３２に相当）を取り出す。配線ケーブル５０の末端にはコネクタ６０が取り付けられて
いる。一方、発光回路、電池（電源）およびスイッチ（ＳＷ）を一体化して分離型ユニッ
ト７０とし、発光回路に接続されたケーブル８０の末端に取り付けられたコネクタ９０を
コネクタ６０と接続することで無機ＥＬシート２０と分離型ユニット７０とを接続する。
【００４４】
・ケース２
　図１０Ｂはケース１の接続形態を示す。図１０Ｂに示すように、ケース２では、無機Ｅ
Ｌシート２０の末端に直接コネクタ６０を取り付け、発光回路、電池（電源）およびスイ
ッチ（ＳＷ）を一体化した分離型ユニット７０の発光回路に接続されたケーブル８０の末
端に取り付けられたコネクタ９０をコネクタ６０と接続することで無機ＥＬシート２０と
分離型ユニット７０とを接続する。
【００４５】
・ケース３
　図１０Ｃはケース３の接続形態を示す。図１０Ｃに示すように、ケース３では、無機Ｅ
Ｌシート２０の末端に直接コネクタ６０を取り付ける。発光回路は無機ＥＬシート２０上
に設ける。電池（電源）およびスイッチ（ＳＷ）を一体化して分離型ユニット１００とす
る。分離型ユニット１００に接続されたケーブル８０の末端に取り付けられたコネクタ９
０をコネクタ６０と接続することで無機ＥＬシート２０と分離型ユニット１００とを接続
する。
【００４６】
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　図１０Ｄはケース４の接続形態を示す。図１０Ｄに示すように、ケース４では、無機Ｅ
Ｌシート２０から配線ケーブル５０を取り出す。配線ケーブル５０の末端にはコネクタ６
０が取り付けられている。発光回路は無機ＥＬシート２０上に設ける。電池（電源）およ
びスイッチ（ＳＷ）を一体化して分離型ユニット１００とする。分離型ユニット１００に
接続されたケーブル８０の末端に取り付けられたコネクタ９０をコネクタ６０と接続する
ことで無機ＥＬシート２０と分離型ユニット１００とを接続する。
【００４７】
・ケース５
　図１０Ｅはケース５の接続形態を示す。図１０Ｅに示すように、ケース５では、無機Ｅ
Ｌシート２０上に発光回路、電池（電源）およびスイッチ（ＳＷ）を搭載する。無機ＥＬ
シート２０の駆動は、外部より遠隔でスマートフォン等のモバイル端末１１０による通信
により無機ＥＬシート２０上のスイッチ（ＳＷ）を制御することにより行う（リモートア
クセス）。
【００４８】
　図１０Ａ～Ｅにおいては、無機ＥＬシート２０上に、発光画像の一例として楕円の中に
Ｊａｐａｎが表示されている。
【００４９】
　以上、この発明の一実施の形態について具体的に説明したが、この発明は上述の実施の
形態に限定されるものではなく、この発明の技術的思想に基づく各種の変形が可能である
。
【００５０】
　例えば、上述の実施の形態において挙げた数値、構成、形状、材料、方法などはあくま
でも例に過ぎず、必要に応じてこれらと異なる数値、構成、形状、材料、方法などを用い
てもよい。
【符号の説明】
【００５１】
　１０…Ｔシャツ、２０…無機ＥＬシート、２１…透明絶縁層、２２…フレキシブル透明
表面電極、２３…発光層、２４…誘電体層、２５…背面電極、２６…絶縁層、２９…交流
電源、３０、６０、９０…コネクタ、４０…糸、５０…配線ケーブル、７０…分離型ユニ
ット７０
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5μm以上且50μm以下。 无机EL片材通常从衣服的表面开始依次包括绝
缘层，背面电极，介电层，发光层，柔性的透明表面电极和透明的绝缘
层。选择的附图：图1
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